
生態系インパクト対応リスト - 観光 -

対応策のMDB分類　※１

Reponse
（活動・アウトプット）

Pressure
（短期アウトカム）

State
（中長期アウトカム）

依存 影響

対象地の生物多様性に配慮した施設の設計と建設
（建設エリアの最小化・ゾーニング、緑地帯、在来種の植栽、景観調
和デザイン、自然素材や透水性素材の利用）

1+2+3 植被率、在来種植栽率
植被率の長期的維持・向上、在来
種植栽率の長期的維持

観光客の満足度、再訪率

調整サービス（水量調整）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（レクリエーションや観光の場
と機会、自然景観の保全）

・ゾーニングや植栽による、既存の生息・生育地の断片化回避、生態系ネットワー
クの確保
・透水性素材や緑地帯の活用による雨水浸透・貯留機能の強化
・景観調和デザインによる、自然景観・地域文化との一体感の形成、観光・教育・
レクリエーションの価値向上

1（空間計画の策定と効果的管理）、2（生態系の回復）、4
（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、9（野生種の持
続可能な管理）

〇 〇

施設への再生可能エネルギーの導入（太陽光、バイオマス等） 2+3 再生可能エネルギー導入量 再生可能エネルギー比率 大気汚染状況の長期的改善
再生エネルギー利用量・導入率、
施設運営に係るエネルギーコスト

調整サービス（気候調整、大気質調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・観光施設周辺の局地的汚染源（薪ストーブ・発電機・ボイラー等）の削減による
大気汚染物質排出量の削減

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇

光害対策（省エネ型・生態系配慮型の照明設計）の導入 2+3 生態系配慮型照明設置数
夜間の昆虫飛来数、鳥類行動の短
期変化

夜間の昆虫・鳥類行動の安定化
宿泊客の快適度、施設のエネル
ギーコスト

調整サービス（騒音・光の調節）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・野生生物への光害の影響低減による生息環境の維持
4（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、7（汚染防
止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8（気候変動対
策）

〇 〇

節水型衛生設備および雨水貯留・再利用システムの導入（トイレ、
シャワー、散水など）

2+3 節水型設備・雨水利用設備導入数 水使用量、雨水利用率 水資源利用の長期的効率化 施設の水道料金
供給サービス（水）
調整サービス（気候調節、水量調節）

・地域水源への依存度の低下による水資源枯渇リスクの低減
・洪水時や渇水時の施設のレジリエンス強化

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇 〇

園内動植物の管理と保護（持ち去り防止策含む） 1+2 管理・保護活動実施数
希少種数の短期変化、違法採取件
数

希少種数の長期的維持、違法採取
件数の減少

管理コスト、観光客の遵守率、教
育プログラム参加者数

生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・違法採取・外来種侵入の防止による生態系の健全性と生態系サービスの保全
・地域自然資源の維持による観光資源の確保と持続可能な観光サービスの提供

2（生態系の回復）、4（種・遺伝子の保全、野生生物との
共生）、9（野生種の持続可能な管理）

〇 〇

野生生物との接触防止措置の導入（車両のスピード制限、野生動物警
告サイン、ガラス面へのバードストライク防止デバイス等）

2+3 接触防止措置導入数 野生生物の死亡数 生物多様性指数の長期的向上 接触防止措置の導入状況
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・野生動物の死亡率低減（ロードキルやバードストライクの減少）
・野生動物の移動経路／行動パターンの錯乱抑制

4（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、9（野生種の
持続可能な管理）

○

観光地への外来種侵入防止措置（靴底清掃ステーション、持ち込み規
制、ペット禁止、外来植物の使用禁止等）

2+4 外来種防止措置導入数 外来種数の短期変化 生物多様性指数の長期的維持 外来種侵入防止措置の導入状況
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・外来種・関連する疾病の侵入防止による生態系の健全性の維持
4（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、6（侵略的外
来種の導入防止）、 9（野生種の持続可能な管理）

○

有機系廃棄物の堆肥化・リサイクル促進　※循環経済アプローチ 2+3 堆肥化・リサイクル活動実施数 廃棄物発生量 堆肥利用量の長期的増加 宿泊客満足度、運営コスト
調節サービス（土壌質の調節、廃棄物）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・有機系廃棄物の活用と固形廃棄物発生量の抑制
・堆肥の有効活用による土壌肥沃度の向上、地域農業との資源循環促進
・生息環境を良好に保つことによる生態系サービス保全

16（持続可能な消費）、7（汚染防止、栄養塩類の流出・農
薬リスクの半減）、8（気候変動対策）

〇 〇

生物多様性に配慮した植栽物の選定・整備（在来種活用、外来種回
避）

1+2+3 植栽物選定・整備活動数 植被率、在来種植栽率の短期変化
植被率・在来種植栽率の長期的維
持

観光客の満足度

生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（自然景観の保全）
調整サービス（気候調整）

・地域の気候・土壌に適応した在来種の植栽による昆虫・鳥類・小動物など在来生
物の生育環境の確保
・景観との一体感の創出と観光資源の価値向上
・都市部における気温上昇の抑制、ヒートアイランド現象の緩和

2（生態系の回復）、8（気候変動対策）、9（野生種の持続
可能な管理）

〇 〇

光害対策（省エネ型・生態系配慮型の照明設計）の導入 2+3 生態系配慮型照明設置数
夜間の昆虫飛来数、鳥類行動の短
期変化

夜間の昆虫・鳥類行動の安定化
宿泊客の快適度、施設のエネル
ギーコスト

調整サービス（騒音・光の調節）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・野生生物への光害の影響低減による生息環境の維持
4（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、7（汚染防
止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8（気候変動対
策）

〇 〇

宿泊施設への再生可能エネルギーの導入 2+3 再生可能エネルギー導入量 再生可能エネルギー比率 大気汚染状況の長期的改善
再生エネルギー利用量・導入率、
施設運営に係るエネルギーコスト

調整サービス（気候調整、大気質調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・観光施設周辺の局地的汚染源（薪ストーブ・発電機・ボイラー等）の削減による
大気汚染物質排出量の削減

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇

節水型衛生設備および雨水貯留・再利用システムの導入（トイレ、
シャワー、散水など）

2+3 節水型設備・雨水利用設備導入数 水使用量、雨水利用率 水資源利用の長期的効率化 施設の水道料金
供給サービス（水）
調整サービス（気候調節、水量調節）

・地域水源への依存度の低下による水資源枯渇リスクの低減
・洪水時や渇水時の施設のレジリエンス強化

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇 〇

クリーンエネルギーを利用した移動手段の導入（EVバス、水素バス、
電動カート等）

2;3 クリーンエネルギー車両導入数 クリーンエネルギー車両導入率 大気汚染状況の長期的改善
観光客満足度、再生エネルギー利
用量／導入率、エネルギーコスト

調整サービス（気候調節、大気質調整、騒音・
光の調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）
文化的サービス（レクリエーションや観光の場
と機会）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・（ディーゼル車やガソリン車の代替となる場合）大気汚染物質排出量の削減、騒
音の低減
・「環境に配慮した観光地」としてのブランド力強化、観光満足度・景観価値向上

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇 〇

節水型衛生設備および雨水貯留・再利用システムの導入（トイレ、
シャワー、散水など）

2+3 節水型設備・雨水利用設備導入数 水使用量、雨水利用率 水資源利用の長期的効率化 施設の水道料金
供給サービス（水）
調整サービス（気候調節、水量調節）

・地域水源への依存度の低下による水資源枯渇リスクの低減
・洪水時や渇水時の施設のレジリエンス強化

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇 〇

適切な廃棄物処理（バイオトイレ等の導入）※循環経済アプローチ 2+3 バイオトイレ導入数 汚泥廃棄物発生量 周辺水域の水質の長期的改善 運営コスト
供給サービス（水）
調整サービス（水質浄化、廃棄物）

・下水処理負荷の低減による周辺水域（河川、湖沼等）の富栄養化や有機汚濁低減
・固形廃棄物の排出量の低減

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減） 〇

光害対策（省エネ型・生態系配慮型の照明設計）の導入 2+3 生態系配慮型照明設置数 水使用量、雨水利用率 水資源利用の長期的効率化 施設の水道料金
供給サービス（水）
調整サービス（気候調節、水量調節）

・地域水源への依存度の低下による水資源枯渇リスクの低減
・洪水時や渇水時の施設のレジリエンス強化

4（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、7（汚染防
止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8（気候変動対
策）

〇 〇

施設への再生可能エネルギーの導入 2+3 再生可能エネルギー導入量 再生可能エネルギー導入率 大気汚染状況の長期的改善
再生エネルギー利用量・導入率、
施設運営に係るエネルギーコスト

調整サービス（気候調整、大気質調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・観光施設周辺の局地的汚染源（薪ストーブ・発電機・ボイラー等）の削減による
大気汚染物質排出量の削減

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇

地域産木材など生物多様性に配慮した資材を活用した施設設備（手す
り、ベンチ、案内板等）の導入・整備

1+2+3 地域産材利用量 地域産材利用率の長期的増加 地域事業者からの資材調達比率

調整サービス（気候調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）

・地域産材の利用による持続的森林管理の促進 2（生態系の回復）、8（気候変動対策） 〇 〇

自然との
双方向関係

GBFターゲットへの貢献

観光施設運営（植物園、公園
など）

対応策による効果（リスク回避・対応、機会向上）観光セクター 対応策（例）
生態系との接点

（TEEBの分類に基づく）

観光施設建設

訪問者向け施設内整備（博物
館、ツーリストセンターな
ど）

No. 活動

効果指標案

観光資源整備、イン
フラ整備と運営

1.保全・再生 / 2.自然損失低減
/ 3.NbS / 4.制度・政策

生態系指標
※２：MDB指標類型（詳細は下表に説明）

社会経済指標

1
宿泊施設整備と運営



生態系インパクト対応リスト - 観光 -

対応策のMDB分類　※１

Reponse
（活動・アウトプット）

Pressure
（短期アウトカム）

State
（中長期アウトカム）

依存 影響

自然との
双方向関係

GBFターゲットへの貢献対応策による効果（リスク回避・対応、機会向上）観光セクター 対応策（例）
生態系との接点

（TEEBの分類に基づく）
No. 活動

効果指標案

1.保全・再生 / 2.自然損失低減
/ 3.NbS / 4.制度・政策

生態系指標
※２：MDB指標類型（詳細は下表に説明）

社会経済指標

エコツーリズムや責任あるツーリズム等のアプローチを採用したツ
アー商品の開発

1+2+3+4 ツアー商品開発数 自然資源利用量
生物多様性指数・保護地域面積の
長期的維持

観光客満足度、再来訪率／SNS記
事投稿数、観光収入

供給サービス（水）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
調整サービス（水質浄化、廃棄物等）
文化的サービス（レクリエーションや観光の場
と機会）

・環境教育と地域文化の継承による自然・文化遺産の保全
・入域管理や保全活動参加による生態系の健全性維持と再生
・地域資源の活用と節約による持続可能な経済活動の促進
・観光活動全体の環境負荷低減と生態系機能の保全

1（空間計画の策定と効果的管理）、2（生態系の回復）、4
（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、7（汚染防止、
栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、9（野生種の持続可
能な管理）

〇 〇

クリーンエネルギーを利用した移動手段の導入（EVバス、水素バス、
電動カート等）

2+3 クリーンエネルギー車両導入数 クリーンエネルギー車両導入率 大気汚染状況の長期的改善
観光客満足度、再生エネルギー利
用量／導入率、エネルギーコスト

調整サービス（気候調節、大気質調整、騒音・
光の調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）
文化的サービス（レクリエーションや観光の場
と機会）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・（ディーゼル車やガソリン車の代替となる場合）大気汚染物質排出量の削減、騒
音の低減
・「環境に配慮した観光地」としてのブランド力強化、観光満足度・景観価値向上

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇 〇

持続可能な原材料の調達の実施（FSC認証取得産品の調達など） 2+4 認証取得原材料調達量 認証取得原材料利用割合
認証取得原材料利用割合の長期的
維持

生産コスト
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（科学や教育に関する知識）

・サプライチェーン全体での生物資源利用と環境負荷の低減の促進
・観光地のブランド価値向上

2（生態系の回復）、7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬
リスクの半減）

〇 〇

加工・調理時への再生可能エネルギーの導入 2+3 再生可能エネルギー導入量 再生可能エネルギー導入比率 大気汚染状況の長期的改善
再生エネルギー利用量・導入率、
施設運営に係るエネルギーコスト

調整サービス（気候調整、大気質調整）
供給サービス（食料・原材料・薬用資源・鑑賞
資源）

・再生可能エネルギーへの転換による化石燃料使用量
・局地的汚染源（薪ストーブ・発電機・ボイラー等）の削減による大気汚染物質排
出量の削減

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、8
（気候変動対策）

〇

リサイクル可能もしくは生体分解可能なマテリアルを活用したパッ
ケージの導入　※循環経済アプローチ

2+3+4 生分解素材導入量 プラスチック廃棄物量 生分解素材導入割合の長期的増加 観光客満足度

調整サービス（廃棄物）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（文化、芸術、デザインへのイ
ンスピレーション）

・プラスチックごみの削減による土壌・水質・海洋汚染や生態系への負荷軽減
・生態系への負のインパクト軽減、及び観光・文化サービスの向上

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減） 〇

生物多様性に配慮した観光とビジターの役割を紹介したパンフレット
等の作成

4 パンフレット作成数
廃棄物発生量・回収率、行動遵守
率

自然環境劣化事例数の減少
観光客満足度、再来訪率、観光収
入

文化的サービス（科学や教育に関する知識）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
調整サービス（廃棄物等）

・観光客の行動変容の促進による廃棄物や汚染物質発生量の抑制、自然の保護行動
の促進
・生態系保全意識の醸成による長期的な観光資源の持続性向上

2（生態系の回復）、4（種・遺伝子の保全、野生生物との
共生）、7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半
減）、9（野生種の持続可能な管理）

〇 〇

FSC認証用紙やサステナブルなインク、電子媒体の活用 2+4 FSC認証紙・電子媒体導入量 FSC認証紙の割合、電子化率
FSC認証紙の割合・電子化率の長
期的維持

観光客満足度、電子媒体アクセス
数、作成コスト

生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（科学や教育に関する知識）

・FSC認証紙や植物油・低VOCインクの採用による、サプライチェーン全体での生物
資源利用と環境負荷の低減の促進
・観光地のブランド価値向上
・電子媒体化によるアクセス性・多言語対応・更新頻度の向上

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減） 〇

イベント・ワークショップ等
開催

リサイクルや生体分解可能なバナーや配布物の利用　※循環経済アプ
ローチ

2+3+4 生分解素材導入量 プラスチック廃棄物量 生分解素材導入割合の長期的増加 観光客満足度

調整サービス（廃棄物）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（文化、芸術、デザインへのイ
ンスピレーション）

・プラスチックごみの削減による土壌・水質・海洋汚染や生態系への負荷軽減
・生態系への負のインパクト軽減、及び観光・文化サービスの向上

7（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減） 〇

行政を対象とした生物多様性に配慮した観光振興及びモニタリングに
関するガイドラインの作成と研修の実施

4 ガイドライン作成・研修実施数 観光開発案件数 保護区・緑地面積の維持率
行政職員の研修受講率、ガイドラ
インの実務活用事例数

調整サービス（廃棄物、水量調整他）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（科学や教育に関する知識）

・生態系保全を通じた観光資源の持続的利用の促進
・生物多様性サービスを基盤とした観光・文化価値の向上

1（空間計画の策定と効果的管理）、2（生態系の回復）、4
（種・遺伝子の保全、野生生物との共生）、7（汚染防止、
栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、9（野生種の持続可
能な管理）

〇 〇

観光関連施設人材や現地ガイド等を対象にした生物多様性配慮に係る
ガイドラインと研修の実施

4 ガイドライン作成・研修実施数
廃棄物発生量・回収率、行動遵守
率

自然環境劣化事例数の減少、生物
多様性指数の長期的向上

ガイド・人材の研修参加率、来訪
者の環境行動改善率

調整サービス（廃棄物、水量調整他）
生息・生育地サービス（生息・生育環境の提
供）
文化的サービス（科学や教育に関する知識）

・生態系保全を通じた観光資源の持続的利用の促進
・生物多様性サービスを基盤とした観光・文化価値の向上

1（空間計画の策定と効果的管理）、2（生態系の回復）、7
（汚染防止、栄養塩類の流出・農薬リスクの半減）、9（野
生種の持続可能な管理）

〇 〇

3

4 組織・体制強化

観光商品（手工芸品、食品
等）開発

観光マーケティン
グ・プロモーション
強化・推進

観光商品開発2

ツアー商品の開発

※２：MDB指標類型：Financing Nature: A Practitioner's Guide to Results Metrics Selection（IDB, Nov 2025)内で定義されている以下の指標類型、及びその中に含まれるドライバーや対応策のこと。
　（Response／Pressure／Stateの3類型を前提に、活動→圧力→自然の状態の因果を一本のパスウェイとして示す設計になっている。）
  ①Response（対応）指標
　　→ 圧力を減らし、状態を改善するための政策・投資・行動を測定する指標。４つの対応タイプ（保護・再生・持続的利用・汚染防止）に紐づく結果を測定するためのもの。例：保護区面積の拡大、再生プロジェクト数、汚染削減プログラムの実施件数
  ②Pressure（圧力）指標
　　→ 自然にかかる負荷を測定する指標。自然喪失の直接要因となる５つのドライバー（a.土地利用変化、b.資源過剰利用、c.気候変動、d.汚染、e.外来種）に紐づく結果を測定するための指標。例：森林伐採面積、汚染物質濃度、CO2排出量
  ③State（状態）指標
　　→ 生態系や種の健全性を測定する指標。３つのインディケーター（生態系構造・種多様性・環境質）に紐づく自然資本の健全性に関する結果を測定するための指標。例：森林被覆率、生物多様性指数、水質指数

※１：MDB分類：Common Nature Finance Taxonomy（MDB, Nov 2025）内で定義されている以下の分類のこと。
　①　保全・再生（Conservation and Restoration）
　②　直接的な自然損失要因の低減（Direct Drivers Reduction）
　③　社会経済活動に自然を活用した解決策（NbS）を導入し、社会課題の解決と生物多様性便益を両立する活動（Integration of Nature-based Solutions in Economic Sectors）
　④　政策・教育普及・ツールの整備（Enabling Policies, Tools and Mechanisms）

行政職員や観光関連人財の能
力向上（研修）

パンフレット等の作成と広報
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L L VL N/A N/A N/A N/A L H L M VH H H H N/A L ND VH L ND ND H L ND M M M M L L N/A N/A L L N/A M VH ND VH N/A

短期宿泊業 L L N/A N/A N/A N/A N/A L VL L L VL L VL L N/A L L VH L L ND VL N/A ND M M M M L VL N/A N/A L L N/A M VH VH VH VH

その他の宿泊業 L L N/A N/A N/A N/A N/A L VL L L VL L VL L N/A L L VH L L ND VL N/A ND ND M M M L VL N/A N/A L N/A N/A M VH N/A VH N/A

2 管理・支援サービス業
旅行代理店業、旅行業、予約サー
ビス業及び関連活動

VL L N/A N/A N/A N/A N/A L VL L VL L VL VL VL N/A L N/A N/A L N/A N/A L L N/A N/A L VL VL L ND N/A N/A M N/A N/A VH VH VH VH

創造的活動、芸術・娯楽活動 VL L N/A N/A N/A N/A N/A L L VL VL VL VL VL VL N/A VL VL VL VL VL N/A VL VL N/A VL L VL VL M VL N/A N/A M VL VL ND VH VH N/A

図書館、公文書館、博物館及びそ
の他の文化活動

VL L N/A N/A ND N/A N/A L L VL L VL L M VL N/A VL VL VL VL VL N/A VL VL N/A VL L VL VL VL VL N/A N/A M VL VL VL VH VH VH N/A

その他の娯楽・レクリエーション
活動

VL L L VL N/A M N/A L M VL L VL M M VL N/A VL ND VL VL ND N/A L VL N/A L L VL VL M VL VL N/A M VL M VL VH VH VH N/A

スポーツサービス業 L L L VL N/A M N/A L M L M M M M VL VL L N/A VL L N/A N/A L VL N/A M L VL VL M VL N/A VL M L L VH N/A VH N/A

4 行政サービス

国家公務及び地域共同体の経済・
社会政策業務（一般公務、保健・
教育・文化サービス及び社会保障
を除くその他の社会サービス提
供活動の規制）

L M N/A N/A N/A N/A N/A L VL L L VL VL VL VL N/A L N/A N/A L N/A N/A N/A L N/A N/A M N/A N/A L VL N/A N/A M N/A N/A ND ND ND ND

※生態系サービスの分類は、TEEB（生態系と生物多様性の経済学：The Economics of Ecosystem and Biodiversity）の分類に基づく。

生態系
サービス
の分類※

観光セクター

芸術、娯楽、レクリエーション
業

1 宿泊・飲食業

調整サービス
（Regulating）

水

供給サービス
（Provisioning）

騒音・光の調節

生息・生育地サービス
（Habitat）

文化的サービス（Cultural）

大気質調整 廃棄物水質浄化

観光サブセクター

水量調整気候調整 生息・生育環境の提供

No

地力（土壌肥沃
度）の維持（土壌
形成を含む）

局所災害
の緩和

3

食料・原材料・薬用資源・鑑
賞資源



主な参考資料 - 観光 -

No. 資料名 発行機関 発行年 URL

1 価値ある自然-生態系と生物多様性の経済学：TEEBの紹介 環境省 2012年
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/TEEB_pamphle

t.pdf

2

MDB Common Nature Finance Taxonomy Verson 1-

November 2025 (Annex 2 of the MDB Common Principles for

Tracking Nature Finance)

MDB group 2025/11/1

https://thedocs.worldbank.org/en/doc/d5b78fb1ff5ab765dd57112b8ea

69a59-0320012025/original/MDB-Common-Nature-Finance-

Taxonomy.pdf

3 Nature Positive Travel & Tourism In Action
UNWTO（国連世界

観光機関）他
2024/4/1 https://www.e-unwto.org/doi/epdf/10.18111/9789284425020

4
Guidance for using the IUCN Global Standard for Nature-

based Solutions
IUCN 2020年

https://portals.iucn.org/library/sites/library/files/documents/2020-021-

En.pdf

5 Sustainable Bonds for Nature: A Practitioner's Guide ICMA 2025/6/1

https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-

finance/2025-updates/Sustainable-Bonds-for-Nature-A-Practitioners-

Guide-June-2025.pdf

https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/TEEB_pamphlet.pdf
https://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/TEEB_pamphlet.pdf
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/d5b78fb1ff5ab765dd57112b8ea69a59-0320012025/original/MDB-Common-Nature-Finance-Taxonomy.pdf
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/d5b78fb1ff5ab765dd57112b8ea69a59-0320012025/original/MDB-Common-Nature-Finance-Taxonomy.pdf
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/d5b78fb1ff5ab765dd57112b8ea69a59-0320012025/original/MDB-Common-Nature-Finance-Taxonomy.pdf
https://www.e-unwto.org/doi/epdf/10.18111/9789284425020
https://portals.iucn.org/library/sites/library/files/documents/2020-021-En.pdf
https://portals.iucn.org/library/sites/library/files/documents/2020-021-En.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2025-updates/Sustainable-Bonds-for-Nature-A-Practitioners-Guide-June-2025.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2025-updates/Sustainable-Bonds-for-Nature-A-Practitioners-Guide-June-2025.pdf
https://www.icmagroup.org/assets/documents/Sustainable-finance/2025-updates/Sustainable-Bonds-for-Nature-A-Practitioners-Guide-June-2025.pdf

